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の増加率は，対照群で5.51:2. 9cm/ sec/ mmHgであっ
たのに，慢性肺疾患群では10.41:5. 9cm/sec/mmHgと
有意に高いものであった。
以上の成績により，慢性肺疾患群では肺動脈主幹部
の壁伸展性が障害されていることが示唆された。脈波
伝播速度は，大循環系においては動脈硬化の指標とし
て広く用いられているが，肺循環系においての報告は
少ない。脈波伝播速度を用いて慢性肺疾患の肺動脈主
幹部の伸展性の評価を行った報告はなしこの点にお
いて本論文は高 く評価できる。
研究科委員会は審査委告の報告にもとづき，これを
討論に付して審議した結果，本論文は医学の進歩に貢
献するところ大であって学位に値するものとして合格
と判定した。
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